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コ　ンニャクの生理障害の実態調査

＊横山達平・＊海台木信隆・＊黒沢　諦

（＊宮城県農業セ∴／タ一・＊＊宮城県園芸試験場）

1　ま　え　が　き

宮城県におけるコンニャク栽培は，県南地方の山間

畑地を中心に行われている。コンニャクは，収益性が

高いことから多く栽培されるようになり，現在700ha

前後の栽培廊鰯で本県の畑作物として重要な位置を占

めている。ところがこの地帯の土壌は，火山灰及び第

三紀の凝灰岩を母材にした肥沃度の低い土廉のため，

多年性のコンニャクに微量要素欠乏に似た症状のもの

が多発している。これらの実態を把握するために，コ

ンニャクの生感と無機養分，また土壌養分状態の関連

から調査を行った。

2　調　査　方　法

（1）調査地域

県内の主要栽培地帯から，川崎町，蔵王町，村田町，

第1表　コンニャクの養分状態（葉身）

角田市及び宮城町の5カ所から5点ずつ15地点を填

定した。ここには代表した地点5カ所だけを載せる。

12）調査作物の品種及び年生

在来種，1年生

（3）調査時期

昭和47年8月25～28日

14）調査分類方法

AH‥葉脈間の葉緑素が退色し灰白化したもの。

8…・葉脈間が責化したもの

C…・正常な葉色と認められるもの。

5　調　査　結　果

第1表に示すようにコンニャクは，葉身，葉柄，球

茎に分けられるが，これら部位の養分状態と症状を検

討した結果，葉身との関連性強いことから葉身の養分

状態をみた。地域別には，肥培管理，播種期が異なり，

調 査 地 域 症 状 別 丁 一一N ア2 0 5 K 2 0 C　a O M g O Z n M n F o

川 崎 町

大　 針

A

痴 　 痴

0．4 9

′
痴 痴 p p m p p m p p m

5．0 7 占．2 5 0 ．9 6 0 ．9 2 8 7 1 8 7 5 4 2

B 5 ．1 7 0 ．6 9 占．8 8 5．5 6 ロ．4 4 5 8 ．9 9 4 5 4 4

C 5 ．d 5 0 ．9 0 7 5 8 2 ．9 8 0 ．6 4 7 8 ．1 9 8 5 9 8

蔵 王 町

三　 住

A 5 ．8 1 8．4 8 8 ．5 0 2 ．2 4 0 ．4 0 5 5 ．0 1 0 1 1 9 9

8 4 ．0 8 0．5 0 7 占 9 2 ．8 0 0．5 2 5 8 ．9 1 5 0 1 7 5

C 5 ．0 9 0．5 1 Z d O 2 ．8 0 0 ．6 0 9 1．8 2 2 9 2 2 1

村 田 町

酉 足 立

A 5．8 5 0．4 7 占．4 5 2 ．2 4 0．5 6 2 （～5．0 1 8 7 1 7 0

8 5．5 4 0 ．5 1 7 1 1 2 ．5 5 0．6 0 8 2 ．4 1 9 0 2 0 5

C 4 ．0 4 口．5 7 7 5 0 2 ．5 7 0．4 4 5 0 4 ．0 2 1 2 2 7 0

角 田 市

石 川 ロ

A 5 ．0 5 8 ．4 7 8 ．5 8 2 ．5 0 0．8 4 1 0 2 ，4 2 8 7 2 5 5

B 5．7 4 0．5 1 8．8 9 2 ．2 4 0 ．5 2 1 2 8 ．0 5 5 5 1 8 7

C 5 ．7 9 0．5 8 7 2 0 2 ．1 5 0，5 ° 1 4 7 4 8 0 0 2 1 8

宮 城 町

愛 子 比

A 5．7 5 0 ．5 2 7 6 5 1．7 9 0．5 2 8 6．6 1 2 2 2 5 1

B 5．7 0 0 ．5 2 7 5 0 1．9 8 0．5 0 1 2 0．0 1 5 0 2 4 0

C 5 ．8 8 0．5 7 7 6 0 2 ．0 1 0．5 6 1 5 2 ．0 1 9 7 5 2 5
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一様にみることはできないが，県内では，ほとんどか

わりない。正常なCの葉身でみると，窒素は，5～4

痴前後，リンは，川崎で〇・90多でやや高い。またカリ

ウム，カルシゥムは，地域差はみられず，マグネシゥ

ムは，村田町，宮城町でやや低い傾向がみられる。教

皇要素のアエソは，村田町で504ppmと断然高く，次

いで角田，宮城の150ppm前後，蔵王，川崎は，100

ppmを割っている。

マンガンは，地域差が大きく，角田のdOOppmを最

高に，村田，蔵王，宮城が2DOppm前後，川崎が100

ppm以下である。鉄は，川崎と宮城がやや高く　500

pp皿以上，他の5地域は，2DOppm台である。銅に

ついては，病害防除に使用した農薬に含有されている

ので削除した。

次に症状別のA BCの養分状態をみると，多量要素

では，症状別による養分状態の差は，ほとんどなく，

川崎の一部で正常な葉身にリンがやや高い傾向がみら

れた。
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第1図　コンニャク菓身の無機含量

しかし総合的にみると，多量要素よりむしろ微量要

素が影響しているものと考えられる。

第1図に示すように，マグネシゥムでは，Cの正常

な葉に比べ，Aの葉脈間の葉緑素が退色し灰白化した

葉，月の葉脈間が黄化した票の間で差はみられない。

一方，微量要素のアエソは，Cの正常な葉がA，Bの葉

に比べて高く，Aの葉，Bの薫の間では，差異はみら

れなかった。更に第1図に示すようにマンガンは，C

の正常な葉に比べて，A，Bの葉の含量は低く，Aの

灰白化した葉が最も低い含有率を示した。

また鉄については，Cの正常な葉が高く，A，Bの

葉の間では，傾向はみられない。第2蓑のように土壌

面からみると調査地域によっ土壌の母材，腐植含量，

リン酸吸収係数，土佐などからくる自然肥沃度の遠い，

肥培管理面からくる要因で異なるが，Cの正常な葉の

土壌に比べて，A，Bの葉の土壌では，マグネシゥム，

アェソ．マンガン含量が低い傾向にある。
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第2図　コンニャク葉身の無機含量
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弟2表　土儀養分状態

症状別 p H
リ：／サ ン C E C 有 効　 態 置 換 性
吸収係数 （m q／10 0の リ　ンサ ン M g O

調査地域

川崎町
大　　針

A 5．5 5 1．9 8 0 2 8 ．7
′ ′

p p m p p m

4 ．0 8 4 0．5 8 7 0 4 4 ．8

丑 5 ．5 5 1，9 0 0 2 7 2 2 ．5 8 4 4 ．5 1 0 1．4 4 9 7

C 5 ．2 2 1，7 9 0 2 5 ．7 5．2 9 4 8 ．5 1 0 鼠 4 5 4 ．4

A 5 ．2 0 1，4 8 0 1 2 ．8 5 ．1 5 2 0 ．1 4 2 ．0 1 8 ．5

月 5 ．2 0 1．4 9 0 1 5 ．7 4 ．9 0 2 0 ．1 4 5 ．0 1 鼠 7

C 5，5 d 1，5 8 0 1 2 ．8 5 ．7 0 2 0 ．1 4 占．d 2 0．5

A 4 ．7 0 7 5 0 2 占．d 6 ．2 5 5 占．4 8 4 ．2 2 R B

8 4 ．7 5 8 0 0 2 鼠 9 5 ．5 5 5 2 ．4 8 2 ．4 2 4 ．2

C 4 ．5 8 7 5 0 2 4 ，5 5 ．8 1 8 4 ．5 9 5 ．8 5 5 ．5

A 4 ．7 5 8 9 0 5 5 ．5 7 1 4 1 1 7 0 1 1 0 ．0 9 8 ．4

8 4 ．1 8 8 9 0 5 5 ．4 8 ．5 4 1 0 0 ．0 1 0 5．0 1 0 2 ．0

C 5 ．0 5 8 0 0 5 4 ．2 1 0．d 4 1 5 5 ．8 1 1 8 ．0 1 0 2 ．0

A 4 ．5 7 1，5 8 0
－ 5 ．9 9 4 0．0 8 7 0 5 鼠 4

8 4 ．5 0 1，5 8 0 5 ．9 0 5 8 ．0 8 占．0 S R D

C 4 ．6 0 1，° 0 0 4 ．2 0 8 R O 8 8．4 5 8 ．0

蔵王町
三　　住

村田町
頗足立

角田布
石川　口

宮城町
愛子比

注　Zn，Mn＿，甘8はHCl04で分解一原子吸光法

母材は月日崎，蔵王は火山灰

4　む　　す　　ぴ

コンニャクの肥大に悪影響を及ぼす葉身の灰自化，

黄化現象は，作物栄養の面からみると，正常な葉身に

比ベアェソ，マンガンが少なく，土壌面からは，マグ

ネシゥムが少なく，またアエソ，マンガンの不足がみ

られる○これらから判断して，葉身の灰白化，黄化現

象は，何らかのかたちでアエソ，マンガンが作用して

いるものと考えられる。

転換畑におけるコンニャクの生育及び球茎肥大に

及ぼす燐酸施用の効果について

加藤　清一・佐々木　捷二
（宮城県農業セ∴／クー）

1　ま　え　が　き

転換畑でコンニャクの多収を図るために，燐酸やも

みがらを施用し，排水溝を設けるなど，土感の化学性

結果，燐酸施用の効果が顕著に認められたので報告す

る。

2　試　験　方　法

や物理性，排水を改善する効果などを検討した。その　　転換畑は，火山灰土壌の水田を昭和“年度に転換


